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の口に乗せられた言葉の中で、名詞 dikaiosu,nhとその活用形はマタイ 5:5、 5:10、5:20、6:1、
6:33、動詞 11:19、21:32、ルカ 7:35、16:15、18:14 のみで、圧倒的にマタイに多く、そのいく
つか、たとえば 5:20 の「あなたがたの義が律法学者やファリサイ派の人々の義にまさってい
なければ、あなたがたは決して天の国に入ることができない。」などは、マタイの編集句と見
ることが今日の研究者の大部分の合意となっている（Pryzybylski 75、Stanton 302、Bultmann 
邦訳 258、Hagner 104）。






請を読み取る研究者が多い（橋本 55、Luz （1985） 69）。実際、この解釈はマタイが彼の福音
書の読者や聞き手にこのように理解して欲しいと意図した意味であると考えられる。



















































































ことを示唆する文言もある。Sotah には 7 つのタイプのファリサイ派が挙げられ、それらは、





Montefiore & Loewe 488 にこの個所の要約がある）。このように、7 つのタイプのファリサ
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に家から 2000 キュービット以上離れたところまで歩いてはならないとの口伝律法（Eiruvin 
51a）からであろう。
むしろ、安息日についてのイエスの考えがファリサイ派のそれと異なる大きな点は、その



















コ 7:5 や、マタイ 5:21-47 がイエスの使信を特に「昔の人」（5:21）の教えと対比させる形で示
していることから、イエスが口伝律法を字義通り守ることにはそれほど必然性を感じていな
かったことは推測される。これが、ファリサイ派の人々の「外面性」を批判する言葉となっ

































































































（Koch 84-85）。申命記 30:1-10、エレミヤ 31:33 など、イスラエルの民が神からの離反の後に神
に立ち帰り、恵みに入るであろうとの預言 4 は、アブラハム契約に対して信義を貫く神の義
によると考えられたであろう。（申命記 30:1-10 は、複数の編集層があるかも知れず、2 節と、









言及している例もあることが指摘されている。特に、女性名詞の hq'd 'c . の支配的な意味が、
タンナイームでは、施し（almsgiving）になっていることが指摘されており（cf. T. Peah 4:19, 





































章の 18:38, 39 で用いている）と異なっていることに注意を促し、i`la,skomai という動詞とそ
の名詞形は、新約聖書の用例（動詞はこことヘブライ 2:17、名詞は、ローマ 3:25; ヘブライ 9:5; 

























カによる福音書の 15 章の 3 つの譬え、「失われた羊の譬え」「失われた硬貨の譬え」「放蕩息
子の譬え」、特に、「放蕩息子の譬え」「放蕩息子」の譬えでは、その「贖い」ということが、
神との正しい関係性の回復という意味であること、そしてそれは、ヘブライ語の「贖い」la;G "






















































とを示している。（cf. 歴代下 30:6、イザヤ 31:6、44:22、エレミヤ 31:12, 14、4:1、31: 22、ホセ

















































れむ evleh/sai べきではなかったか。」と叱責する。主人は彼に、splagcni,zmomai ではなく、
evlee,w を用いて語っている。そのことには、splagcni,zo,mai ほどの強い同情をうけたのだか
ら、彼自身も仲間に対して、たとえそれほどの同情を持つことができなくても、せめて憐れ
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4　30:1 わたしがあなたの前に置いた祝福と呪い、これらのことがすべてあなたに臨み、あなたが、あなたの
神、主によって追いやられたすべての国々で、それを思い起こし、
30:2 あなたの神、主のもとに立ち帰り、わたしが今日命じるとおり、あなたの子らと共に、心を尽くし、
魂を尽くして御声に聞き従うならば、
「イエスの思想における＜義＞」（本多）
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30:3 あなたの神、主はあなたの運命を回復し、あなたを憐れみ、あなたの神、主が追い散らされたすべて
の民の中から再び集めてくださる。
30:4 たとえ天の果てに追いやられたとしても、あなたの神、主はあなたを集め、そこから連れ戻される。
30:5 あなたの神、主は、かつてあなたの先祖のものであった土地にあなたを導き入れ、これを得させ、幸
いにし、あなたの数を先祖よりも増やされる。
 30:6 あなたの神、主はあなたとあなたの子孫の心に割礼を施し、心を尽くし、魂を尽くして、あなたの神、
主を愛して命を得ることができるようにしてくださる。
30:7 あなたの敵とあなたを憎み迫害する者にはあなたの神、主はこれらの呪いの誓いをことごとく降りか
からせられる。
30:8 あなたは立ち帰って主の御声に聞き従い、わたしが今日命じる戒めをすべて行うようになる。
30:10 あなたが、あなたの神、主の御声に従って、この律法の書に記されている戒めと掟を守り、心を尽く
し、魂を尽くして、あなたの神、主に立ち帰るからである。
31:33 しかし、来るべき日に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこれである、と主は言われる。すなわ
ち、わたしの律法を彼らの胸の中に授け、彼らの心にそれを記す。わたしは彼らの神となり、彼らはわた
しの民となる。（エレミヤ 31:1-33）
